
県
信
組
協
会
と
オ
リ
コ

中
国
芸
南
学
園
に
寄
付

県
信
用
組
合
協
会
（
山
本
明
弘
会
長
）

と
�株
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

「
し
ん
く
み
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
カ
ー
ド
」
利

用
代
金
の
一
部
二
〇
万
六
一
一
六
円
を
９

月
５
日
に
、
社
会
福
祉
法
人
中
国
新
聞
社

会
事
業
団
中
国
芸
南
学
園
（
竹
原
市
忠
海

東
町
二
丁
目
一
〇
―
一
、井
尾
義
文
園
長
）

に
寄
付
す
る
。

２
０
０
２
年
度
以
降
、
毎
年
度
上
・
下

期
に
、「
難
病
や
障
害
を
持
つ
子
供
と
そ
の

家
族
」
ま
た
は
「
子
供
と
そ
の
家
族
の
健

全
育
成
」
の
た
め
活
動
し
て
い
る
団
体
を

対
象
に
、
同
カ
ー
ド
の
利
用
代
金
の
〇
・

五
％
を
贈
呈
し
て
い
る
。

９
月
１
〜
７
日
の
「
し
ん
く
み
の
日
週

間
」
に
合
わ
せ
、
市
信
用
、
県
信
、
広
島

商
銀
、
呉
市
職
員
信
組
（
１９
日
）が
献
血
、

商
銀
、
両
備
信
組
、
備
後
信
組
が
清
掃
を

行
う
。

に
し
き
堂

国
内
初
の
煎
餅
２
種
類
発
売

も
み
じ
饅
頭
な
ど
の
菓
子
メ
ー
カ
ー
�株

に
し
き
堂
（
東
区
光
町
一
丁
目
一
三
―
二

三
、
大
谷
博
國
社
長
）
は
８
月
、
国
内
初

の
メ
ー
プ
ル
糖
を
使
っ
た
「
メ
ー
プ
ル
煎

餅
」
と
和
三
盆
糖
入
り
「
小
豆
煎
餅
」
の

高
級
煎
餅
二
種
類
を
発
売
し
た
。

メ
ー
プ
ル
煎
餅
は
、
砂
糖
や
蜂
蜜
に
比

べ
て
低
カ
ロ
リ
ー
の
上
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や

カ
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ミ
ネ
ラ
ル

を
豊
富
に
含
む
、
砂
糖
の
一
〇
倍
以
上
の

価
格
の
メ
ー
プ
ル
糖
（
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
の

樹
液
産
）
を
使
っ
た
新
タ
イ
プ
。
小
豆
煎

餅
は
、
竹
糖
と
呼
ば
れ
る
砂
糖
き
び
を
原

材
料
に
し
た
高
級
砂
糖
の
「
和
三
盆
糖
」

を
使
用
。
し
つ
こ
く
な
く
、
後
味
が
良
い

甘
さ
と
い
う
。
い
ず
れ
も
価
格
は
一
枚
一

三
○
円
（
一
袋
四
枚
入
り
）
で
、
六
袋
入

り
が
八
五
〇
円
、
一
二
袋
入
り
一
八
〇
〇

円
。

中
国
財
務
局
・
金
融
庁
が

生
活
設
計
・
資
産
運
用
シ
ン
ポ

金
融
庁
と
中
国
財
務
局
は
９
月
８
日
午

後
１
時
３０
分
か
ら
、
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
ー

ル
で
「
生
活
設
計
・
資
産
運
用
に
つ
い
て

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
く
。

Ｆ
Ｐ
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
�株
の
�
戸
孝
社
長
が
基
調
講
演
。
�株

ラ
イ
フ
ア
ン
ド
マ
ネ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高

橋
佳
良
子
社
長
の
司
会
で
�
戸
氏
、
南
山

大
学
経
済
学
部
の
吉
本
佳
生
准
教
授
、
金

融
消
費
者
問
題
研
究
所
の
楠
本
く
に
代
代

表
、
広
島
銀
行
の
藤
村
崇
人
金
融
商
品
営

業
部
担
当
部
長
兼
金
融
商
品
推
進
室
長
、

県
県
民
生
活
部
総
務
管
理
局
の
花
元
孝
二

消
費
生
活
室
長
が
討
議
す
る
。入
場
無
料
。

恙
（
つ
つ
が
）

は
病
気
や
災
難
と

い
う
意
味
で
す
。

昔
、
正
体
不
明
の

虫
に
刺
さ
れ
た
後

に
発
症
す
る
致
死
的
な
病
気
が
あ
り
、
恙

虫
と
い
う
妖
怪
の
仕
業
と
考
え
病
気
を
ツ

ツ
ガ
ム
シ
病
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。現
在
、

野
ね
ず
み
等
に
寄
生
す
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
と

い
う
ダ
ニ
の
一
種
が
媒
介
す
る
ツ
ツ
ガ
ム

シ
リ
ケ
ッ
チ
ャ
が
原
因
と
判
明
し
て
い
ま

す
。
北
日
本
の
風
土
病
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
広
島
県
内
で
も
存
在
し
、
私

も
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
か
ら
Ｄ
Ｉ
Ｃ
（
播
種
性

血
管
内
凝
固
諸
侯
群
）
を
合
併
し
ど
う
に

か
救
命
し
え
た
症
例
な
ど
経
験
し
て
い
ま

す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
山
中
や
畑
で
ツ

ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
て
発
症
し
ま
す
。
一

〜
二
週
間
の
潜
伏
期
の
後
発
熱
、
発
疹
、

全
身
倦
怠
感
等
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

特
徴
的
な
刺
し
口
が
あ
る
の
で
、
専
門
家

が
診
れ
ば
診
断
で
き
ま
す
。
重
症
例
で
は

Ｄ
Ｉ
Ｃ
や
多
臓
器
不
全
を
来
し
死
亡
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ア
ウ
ド
ド

ア
の
機
会
も
多
く
あ
り
注
意
し
て
下
さ
い
。

さ
て
、
恐
ろ
し
い
感
染
症
と
言
え
ば
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
毎
年
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
身
近
に
確

実
に
増
加
し
て
い
る
恐
ろ
し
い
感
染
症
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
）
感

染
症
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染

し
、
免
疫
異
常
を
来
し
癌
や
特
殊
な
感
染

症
を
合
併
し
た
も
の
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
全
国
的
に
は
２
０
０
６

年
に
新
た
に
９５２
件
報
告
さ
れ
過
去
最
高
の

報
告
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
だ
け

の
感
染
で
は
な
く
、日
本
国
籍
例
が
８３６
件
。

感
染
経
路
は
異
性
間
の
性
的
接
触
が
２３.４
％
、

同
性
間
の
性
的
接
触
が
６３.４
％
で
、
同
性
愛

者
だ
け
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
都

市
だ
け
で
は
な
く
、
広
島
市
で
も
、
０
２

年
二
例
０
３
年
五
例
０
４
年
二
〇
例
０
５

年
一
二
例
０
６
年
八
例
０
７
年
（
７
月
２４

日
現
在
）
七
例
新
た
に
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、
実
際

に
は
１００
倍
も
の
感
染
者
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
市
内
で
も
町
の
開
業
医
で
見
つ

か
る
例
も
出
て
い
ま
す
。
私
達
の
子
供
達

の
時
代
で
は
さ
ら
に
増
加
し
身
近
な
病
気

に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
病
気
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
治
療
法
も
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
切
な
事
は
感

染
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
、
早
期
発
見
に
よ

り
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
で
す
。
進
ん
で
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

恙
な
く
、怖
い
感
染
症
に
気
を
つ
け
て

中

区

医

師

会

理

事

た
け
も
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

竹
本

元
義

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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